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Ⅴ 今後の課題 

 
このたび作成した本市の財務書類は、当面、総務省が求めている水準を満たしているも

のですが、資産の評価など段階的整備が認められている部分もあり、引き続き、精緻化に

向けた取り組みを進めます。 
また、総務省が示しているとおり、財務書類の活用と公表等については、分析の手法や

多様な公表方法、公表時期にも留意しながら進めていきます。 
なお、類似団体や近隣団体との比較も行いながら、住民等に対して説明していくことに

対しては、現時点では他団体の財務諸表が公開されていない現状もあり、比較が容易でな

いところもありますので、次年度以降の課題とし、総務省の今後の動向にも注視しつつ透

明性の高い、わかりやすい財政状況の公表に取り組んでまいりたいと考えております。 
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